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横浜国立大学 地域実践教育研究センター 

准教授・博士（デザイン学） 
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津波にまけないまちづくり 
-水辺と共生しつづけるために- 

横浜国立大学 
地域実践教育研究センター 

准教授・博士（ 
 

志村真紀 

横浜国立大学 
地域実践教育研究センター 

准教授・博士（ 
x 主催：横浜国立大学 地域実践教育研究センター  後援：逗子市 

関連事業：「県民総力戦による事前復興計画」（神奈川県と横浜国立大学との協働事業) 

平成 26年12月 シンポジウム・ワークショップ開催 
逗子文化プラザホール（ざざなみホール） 
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横浜国立大学  
佐土原・吉田研究室 南 燿太 

横浜国立大学大学院 都市イノベーション学府  
佐土原・吉田研究室 M1 南燿太 

2014年度日本建築学会大会（神戸）発表 
日本建築学会学術講演梗概集 （頁 765-766） 

A study on flood damage of Tsunami in coastal region of Kanagawa. 
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• 東日本大震災の影響 

• 各地域の被害特性の把握 

 

研究背景 
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明応型地震 慶長型地震 

元禄型関東地震 神縄・国府津‐ 
松田断層帯地震 

神奈川県西部地震 

元禄型関東地震と神縄・国府津‐ 
松田断層帯の連動地震 

南関東地震 

東海地震 

房総半島南東沖地震 

M8.4 
明応地震(1498年) 

M8.5 
慶長地震(1605年) 

M7クラス 
発生間隔70年 

M8クラス 
過去に事例なし 

M8.1 
1703年 

発生間隔2300年 
今後50年発生確率 

０％ 

M7.5  
発生間隔 

800～1300年 
今後50年発生確率 

0.4～30％ 

M8.3  

M7.9 
1923年関東地震の再来 

発生間隔 
200～400年 

今後50年発生確率 
0～7％ 

M8クラス 
南海トラフ巨大地震の 

一つ 
発生間隔 

119年 
今後30年発生確率 

87％ 

想定地震 

逗子河川

浸水回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

World Street Map

重なった回数 

2章 
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全建物延べ床面積 336.35ha 

浸水被害影響延べ床面積 111.91ha 

浸水被害影響延べ床 
面積割合 

33.2% 

全建物棟数 20003 

浸水建物棟数 7884 

浸水建物棟数割合 39.4% 

明応型地震 

2章 
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• 実際に浸水被害の影響を受ける延べ床面積 

浸水被害影響延べ床面積 

浸水深に相当する階の上階までが 
浸水被害を受ける可能性がある。 
国土交通省中部地方整備局  
地震・津波災害に強いまちづくりガイドライン中間とりまとめ より引用 

津波浸水による 
被害を受ける可能性 1階 

2階 

3階 
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2章 
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全建物延べ床面積 336.35ha 

全壊予測建物延べ床面積 48.22ha 

全壊予測建物延べ床面積割合 14% 

全建物棟数 20003 

全壊予測建物棟数 3942 

全壊予測建物棟数割合 19.7% 

全壊予測建物 

 木造 
1,2階建て  ⇒浸水深2.5m以上 
3階建て以上⇒浸水深6m 以上 

 非木造 
1,2階建て  ⇒浸水深6m  以上 
3階建て以上⇒浸水深10m 以上 

全壊条件 

2章 
12 



津波が来るまでに・・・ 
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津波が来るまでに・・・ 

明応型地震 第一波到達予想時間：約８分後 

津波避難警報・注意報：約３分後 

第一波に対して、５分以内の避難が必要 

2章 
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逗子市内の避難場所 

逗子市HPより引用：http://www.city.zushi.kanagawa.jp/syokan/bousai/hinan.html 2章 
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避難ビルにたどり着ける範囲 

7分間 6分間 5分間 4分間 3分間 2分間 

2章 
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避難可能範囲：避難ビル(５分間) 

2章 
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避難ビル ＋ 津波一時避難場所(公園) 

５分以内に到達できる公園はないが、 
各公園は津波に対し安全な場所にある。 

2章 
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避難ビル ＋ 津波一時避難場所(公園) 

2章 
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津波避難場所の 
「追加」が必要 
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避難ビル 提案 

(A)追加指定型 

(C)新設タワー型 

(B)新設ビル型 

2章 
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避難ビル＋津波一時避難場所(公園)＋新規避難ビル指定 

2章 
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避難ビル＋津波一時避難場所(公園)＋新規避難ビル指定＋新設 

2章 
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どんな避難ビルが必要か？ 
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構造面：津波に負けなかった建物 

石巻市（宮城県） 仙台市（宮城県） 

岩沼市（宮城県） 亘理町（宮城県） 

写真出典・提供：東北工業大学 名誉教授   田中 礼治氏 「津波に負けない建物づくり・まちづくり」より 

 
2章 

25 



26 

構造面：鉄筋コンクリート構造（RC造）による建物 

撮影：佐々木賢一氏/ 資料：大成ハウジング（パルコン） 2章 



宮城県気仙沼市大谷海岸近くのピロティ式住宅。 

構成面：ピロティ（1階部分が柱）形式 

写真出典・提供：東北工業大学 名誉教授   田中 礼治氏 「津波に負けない建物づくり・まちづくり」より 

 

1F部分の壁は流失。柱部分のみ残った。 

2章 
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(A) 追加指定型 

・ハザードマップより周辺地域の予想浸水高が３～５ｍ 

        →３階以上のＲＣ造を避難ビルの対象とする。 

・主な基準：行きやすいこと、目立つ位置にあること、 

                      屋上にある程度広さがあること。 

 

2章 
28 



避難ビルに必要なもの 

・屋上には安全のための手すりを設置。 
・毛布・水などの備蓄を多めに用意。 
・手すりに避難ビルとわかるデザインや色を工夫。 
・ハザードマップに載せるなどして認知を広める。 

備蓄倉庫 

安全柵 
（避難ビルと判るデザイン） 

<参照>  オレンジフラッグ：神奈川県の海岸では、津波警報・注意報が発表された際に   
                オレンジフラッグを掲出して、避難を促す取組みを推進しています. 2章 
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オ
ー
ナ
ー 

行
政 

①災害時に入り口部分などが破損し場合の補修 
②屋上部分等にかかる固定資産税や都市計画税の減免 
③備蓄の十分な補填 

①災害時に避難ビルとして屋上を使用許可 
②日常時における管理 
 

避難ビルの登録を増やすためには 

海岸に来た人や周辺の住人が安心して過ごせるようになる 
2章 
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京急バス駐機場 

新逗子駅 

(B) 新設ビル型 新逗子駅前避難ビル 

2章 
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5m 浸水深 

保育園 ・デイケア施設 

住居 

8m 避難テラス 

屋上 

新逗子駅前避難ビル：断面 

（住民および一般向け） 

2章 
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High Line（ニューヨーク） 
のような公園 

避難テラス 
新逗子駅前避難ビル：外観 

http://www.dezeen.com/ http://taboofart.com/ 2章 
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新逗子駅 
カフェ 
観光拠点施設 

駐輪場・ 
レンタサイクル 

バス停 

バス駐機場 

コンビニ 

避難階段 

新逗子駅前避難ビル：外観 

屋上 

2章 
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(A)追加指定型 

(C)新設タワー型 

(B)新設ビル型 

(C)新設タワー型・対象敷地 
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(C)新設タワー型・対象敷地 避難が難しい50人を想定し 、 
10m以上の避難階50㎡を確保 

候補地の特性 
• 大きな敷地が取れない 
• 閑静な住宅地 
• 川辺にある 

候補地 

2章 
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(C)新設タワー型・富士見橋からの遠景 

2章 
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(C)新設タワー型・断面 

対岸マンション 

田越川 

避難階 

災害時発電室 

道路側から 
迷わず上れる階段 

展望 

屋根上面： 
ソーラーパネル 

ポンプ井戸 

備蓄ストック 
(完全防水) 

非常時 
給水タンク 

(60t) 

予備下水ポンプ 

▽津波による浸水深 

←新宿中継ポンプ場 
2章 
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(C)新設タワー型・多目的活用案 

展望台にもなる 
避難スペース 

川辺を活かした親水空間 

管理者によるオープンカフェ 

2章 
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避難タワーの建設用地における高さ制限 
-「(仮称）防災機能特進地区」 の提案-  

2章 

・第１層低層住居専用用地 ： 高さ制限（10mあるいは12mまで) がある。 
・10mあるいは12m以上の避難タワーが既存の規制では建てられない。 
・県行政側で、「(仮)防災機能特進地区」という防災機能を強化する地区を設けて、   
 避難タワー等防災施設の高さ制限を緩和する制度がつくれないか。 
 

[ 凡例] 

:第一種低層住居専用地域 
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2017年度 横浜国立大学大学院 地域創造論チームからの検討・提案 
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微地形を考慮した避難経路の検討 

平成2７年度 

新宿地区における住民ワークショップの開催： 
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微地形マップの意図 

・国土地理院で公開している情報をもとに、土地
の高さを0.5m（大人の膝の高さ）毎に等高線を

とり、微地形をマップ作成。（津波浸水予測図で
代用可能。） 
 

・実際に逃げる際は、浸水高が膝上か膝下かで、
避難の難しさが大きく変わる。 
 
・建物の浸水被害についても、地盤面から45cm

高にある床面に対して、床上浸水か床下浸水
かで保険金の支払いが異なる。 

ワークショプ開催内容 
①住民は町内毎に１つのマップに集まり、危険
な場所等を確認しあった後で、自宅からどこへ
避難するか、経路を記す。 
 

②町内毎に、各住民どの経路で逃げるか確認・
把握をし、話し合う。 
 

③その後、実際に自宅から避難場所までの避
難経路を時間を計りながらシュミレーションする。 
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避難所 
まで遠い 橋を渡るのは 

心理的に抵抗観がある。 

狭い道に 
人が集中する 

急坂 

新宿地区における 
課題点の抽出 
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国道134号の提案 

①防潮扉：高架下トンネルに開閉できる防潮扉の設置 
②階段：砂浜から国道に上がる階段を増やす 
③歩道の拡張：国道の海岸側に1,2段高い歩道を拡張 
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国道134号の提案 

・予算の出所案：国「国土強靭化関係予算」の「大規模津波等に備えた対策の推進」費から 

・既存の国道に歩道部分を追加して、歩行者専用のプロムナードを形成する。 
・災害時には、ビーチにいる人が披露山・桜山に逃げれる避難経路となる。 
・沿道の店舗1Fからも海が眺められる。 
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